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明治23年3月生まれ。製紙会社の経営を通し、
地元産業発展の基礎をつくりあげました。また、
吉原商工会議所会頭として地域経済の伸展に寄
与されるとともに、昭和幼稚園の園舎一式の寄
贈及び吉原工業高校の敷地・設備の寄贈、さら
に吉原市立体育館建設に貢献されるなど、地方
教育の発展に尽力され、大きな功績を残されま
した。昭和36年2月に70歳（満年齢）で逝去
されました。
� （昭和36年2月20日決定・吉原市）

齊さ
い

藤と
う 

知ち

一い
ち

郎ろ
う 

氏

（
製
紙
会
社
経
営
者
）

富
士
市
名
誉
市
民
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
を
設
置

富
士
市
名
誉
市
民
の
事
績
を
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ロ

ゼ
シ
ア
タ
ー
に
常
設
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
市

制
記
念
日
の
11
月
1
日
に
除
幕
式
を
行
い
ま

す
。名

誉
市
民
の
功
績
を
知
る
こ
と
は
、
富
士

市
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

除
幕
式

と
　
き
／
11
月
1
日
（
金
）
９
時
15
分
〜

と
こ
ろ
／
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
2
階
通
路

名
誉
市
民
と
は

富
士
市
民
ま
た
は
富
士
市
に
関
係
の
深

い
人
で
、
産
業
・
学
術
・
技
芸
な
ど
に
よ

り
、
市
勢
の
興
隆
と
社
会
文
化
の
進
展
に

貢
献
し
、
も
し
く
は
富
士
市
の
功
労
者
と

し
て
、
そ
の
事
績
が
特
に
す
ぐ
れ
、
住
民

の
尊
敬
の
的
と
仰
が
れ
る
人
に
富
士
市
名

誉
市
民
の
称
号
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
名
誉
市
民
は
昭
和
41
年
の
合
併

前
の
吉
原
市
の
3
人
、合
併
以
降
の
2
人
、

計
5
人
で
す
。

◀️
名
誉
市
民
章

富士市名誉市民を紹介します
富士市は現在5人に名誉市民の称号をお贈りしています。11月には
この方々を紹介する常設パネルをロゼシアターに設置します。

問い合わせ／秘書課　☎55-2703　Ahisho@div.city.fuji.shizuoka.jp
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明治16年12月生まれ。静岡県議会議員や今
泉村長などを経て、昭和17年衆議院議員に初
当選し、国政に参画されました。昭和27年に
は吉原市長に就任し、市政の刷新を志しました。
数々の町村合併を円滑に行い、吉原市の基礎を
固めたほか、昭和放水路完成などの農地改良事
業や治山治水事業にも多大な功績を残されまし
た。昭和38年12月に享年81歳で逝去されまし
た。
� （昭和38年12月4日決定・吉原市）

金か
ね

子こ 

彦ひ
こ

太た

郎ろ
う 

氏

（
第
2
〜
5
代
吉
原
市
長
）

昭和17年3月生まれ。ノーベル物理学賞に輝
いた小柴昌俊氏や梶田隆章氏とともに、太陽系
の外から飛来した超新星爆発によるニュートリ
ノの観測に世界で初めて成功し、ニュートリノ
天文学という新しい研究分野の誕生に貢献され
ました。こうした業績が評価され、紫綬褒章や
文化勲章、ベンジャミンフランクリンメダルな
ど数々のすばらしい賞を受賞されました。平成
20年7月に享年67歳で逝去されました。
� （平成14年12月4日決定）

戸と

塚つ
か 

洋よ
う

二じ 

氏

（
物
理
学
者
）

明治17年9月生まれ。今泉村議会議員や吉原
町議会議員などの要職を務められました。この
間、育英事業に専念し、今泉小学校の建設をは
じめ、県立富士中学校（現・富士高校）の新設
に多額の資財を提供し、教育の振興にも貢献さ
れました。また、富士南部商工会議所副会頭や
吉原商工会議所会頭にも就任し、地方商工業
の発展に尽力されました。昭和50年5月に享年
92歳で逝去されました。
� （昭和41年3月22日決定・吉原市）

渡わ
た

井い 

八は
ち

郎ろ
う

治じ 

氏

（
呉
服
店
経
営
者
）

大正7年8月生まれ。昭和41年に将来の郷土
発展を見据え、吉原市長として2市1町の合併
を実現させ、新生富士市の初代市長に就任しま
した。人の和を基調とした地域の発展と、新し
い都市の基盤づくりに尽力され、現在の富士市
の礎を築かれました。建設大臣や静岡県知事と
しても卓越した政治手腕を発揮し、郷土発展の
ために尽力されました。平成30年8月に生滅同
日をもって100歳（満年齢）で逝去されました。
� （平成18年9月11日決定）

齊さ
い

藤と
う 

滋し
げ

与よ

史し 

氏

（
初
代
富
士
市
長
）
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特別会計区分 歳　入 歳　出
国民健康保険事業 262億1,498万円 260億3,970万円
後期高齢者医療事業 50億5,085万円 50億4,139万円
介護保険事業 193億4,149万円 189億1,684万円
新富士駅南地区土地区画整理事業 13億5,794万円 13億5,605万円
第二東名IC周辺地区土地区画整理事業 11億5,203万円 7億1,704万円
駐車場事業 7,108万円 6,791万円

歳入　534億1,576万円 　　／ 歳出　522億1,160万円

865億
1,442万円
865億
1,442万円依

存
財
源 
35

.4%

自主財

源
 6
4.
6％

自主財

源
 6
4.
6％ 54.2%54.2%

3.8%3.8%

2.3%2.3%
3.1%3.1%

20.1%20.1%

6.6%6.6%

3.0%3.0%
5.7%5.7%

地方消費税交付金
　49億6,004万円

譲与税・交付金・交付税
国から地方に譲与される税金など

24億5,831万円
市債
市の借入金
57億4,570万円

国・県支出金
国・県からの補助金など
174億2,663万円

分担金及び負担金、使用料及び手数料
市営住宅使用料・保育園等保育料など

32億9,205万円

繰越金
前年度からの繰越金
26億7,260万円

諸収入
貸付金元利収入など
20億1,917万円

市税
469億1,968万円

1.2%1.2%財産収入・寄附金
・繰入金
10億2,024万円

一
般
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算

年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金

区　分 決算額

市
　
税

469億1,968万円
個人市民税 149億8,636万円
法人市民税 33億5,171万円
固定資産税 223億9,942万円
軽自動車税 6億8,336万円
市たばこ税 18億6,115万円
都市計画税 36億3,768万円

市税の内訳

特
別
会
計
と
は

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般

会
計
と
区
分
け
し
て
設
け
た
会
計
で

す
。
事
業
収
益
や
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
な
ど
が
主
な
財
源
で
、
行
政

と
一
体
の
経
営
、
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

決算報告 皆さんの納めた税金が、この 1 年間でどの
ように使われたのかを確かめてみましょう。

  

歳
入

富士市には 16の特別会計（平成 30年度）がありますが、表中では財産管理特別会計
（全 10会計）を省略しています。

歳
入
の
50
％
以
上
は
市
税

　
歳
入
の
50
％
以
上
は
、
市
民
・

企
業
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
市
税
で
す
。
平
成
30
年
度
の

市
税
の
決
算
額
は
約
4
7
0
億
円

で
、前
年
度
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
給
与
所
得
の
伸

び
に
よ
り
個
人
市
民
税
は
約

2
億
2
0
0
0
万
円
増
加
し
た
も

の
の
、
評
価
替
え
に
伴
う
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
の
減
に
よ
り
、
固

定
資
産
税
が
約
1
億
4
0
0
0
万

円
減
少
し
、
法
人
市
民
税
が
約

9
0
0
0
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

問い合わせ／財政課　☎55-2725　551-1479
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36.0%36.0%
9.6%9.6%

11.9%11.9%

10.3%10.3%

5.6%5.6%
3.9%3.9%

7.6%7.6%

15.1%15.1%

839億
902万円
839億
902万円

民生費
子育て支援など
302億2,615万円

土木費
道路や河川の整備など　
　100億1,309万円

教育費
学校整備や社会教育など

80億6,719万円

衛生費
保健医療や生活環境など 
　 126億1,855万円

総務費
市の事務管理や庁舎管理など

86億3,579万円

労働費・商工費ほか
働く人の支援や産業振興など
　　　     47億59万円

公債費
市債の償還など
63億7,085万円

消防費
消防・防災対策など
32億7,681万円

歳
出
は
民
生
費
が
最
多

　

歳
出
は
、
目
的
別
に
見
る
と
、

福
祉
関
係
の
費
用
で
あ
る
民
生
費

が
36
％
を
占
め
、
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
子
育
て
関
連

経
費
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会

保
障
関
係
経
費
が
、
高
水
準
で
推

移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、

衛
生
費
が
増
加
し
て
お
り
、
民
生

費
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。

企
業
会
計
決
算

水道事業
事業収益合計

36億2,055万円
事業費用合計

29億9,700万円
純利益

6億2,355万円

公共下水道事業
事業収益合計

62億4,261万円
事業費用合計

50億6,667万円
純利益

11億7,594万円

病院事業
事業収益合計

145億8,522万円
事業費用合計

146億8,467万円
純損失

9,945万円

◆
用
語
の
説
明
◆

年
度
内
に
使
っ
た
お
金

自 

主
財
源　
市
が
独
自
に
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
お
金
。

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
使

用
料
や
手
数
料
な
ど

依 

存
財
源　
国
や
県
な
ど
か
ら

入
っ
て
く
る
お
金
や
長
期
の

借
入
金
。
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
地

方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交

付
金
、
市
債
な
ど

市 
債　
市
が
大
き
な
建
設
事
業

な
ど
を
行
う
た
め
に
、
国
や

銀
行
な
ど
か
ら
長
期
に
わ

た
っ
て
借
り
る
お
金

国 

・
県
支
出
金　
特
定
の
事
業

の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

企
業
会
計
と
は

　
法
令
に
基
づ
き
、
独
立
採
算
を
原

則
に
企
業
的
経
営
で
運
営
さ
れ
る
会

計
で
す
。

平成 30 年度
  

歳
出
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0

県内の市の平均
富士市

84.2%

87.4%
85.7%

85.4%

86.7%

82.9%

84.7%

83.9%
85.4%

84.9%
86.2%

81.1%
82.6%

84.2%

77.1%
78.6%

77.1%

81.7% 80.5%

83.1%

0

10

20
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40

50

60

70

将来負担比率

   実質公債費比率

 26 27 28 29 30（年度）

3.1%

51.0%

3.8%

60.2%

2.9%

64.2%

2.5%

61.2%
（％）

59.5%

3.0%

矢印は前年度からの変化です。
　　…前年度から改善されたもの
　　…前年度より悪化したもの

富士市の財政状況

690 億円→689億円
 24.2億円の黒字
→8.3億円の黒字

3.0％→3.1％0.999 →1.008 59.5％→51.0％

83.1％→84.2％

市債の推移経常収支比率の推移

健全化判断比率の推移

財
政
状
況
の
推
移

財
政
力
指
数
（
単
年
度
）

財
政
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
で
、

国
が
定
め
た
基
準
の
需
要
額
と
収

入
額
の
比
率

　
1
を
下
回
る
と
国
か
ら
普
通
交

付
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
う
高

齢
者
保
健
福
祉
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
基
準
財
政
需
要
額
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
市
民
税
や
地
方
消
費

税
交
付
金
な
ど
、
基
準
財
政
収
入

額
が
増
加
し
た
た
め
、
改
善
し
ま

し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

実
質
的
な
公
債
費
（
市
債
の
元
利

償
還
金
）
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担

を
あ
ら
わ
す
指
標

　
18
％
を
超
え
る
と
、
新
た
な
借

金
に
は
国
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
（
25
％
）
を

大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な

財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
市
債
残
高

自
治
体
の
借
金
の
残
高

　
過
去
最
高
額
は
平
成
8
年
度
の

7
5
7
億
円
で
す
。

　
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
事
業
な
ど
で
新
規
借
入
額
は

増
加
し
た
も
の
の
、
償
還
額
も
増

加
し
た
た
め
、
横
ば
い
と
な
り
ま

し
た
。

基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス 

）

市
債
と
繰
越
金
及
び
基
金
の
取
り

崩
し
を
除
い
た
歳
入
と
、
市
債
の

償
還
費
用
と
基
金
積
立
金
を
除
い

た
歳
出
の
差

　
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
事
業
の
進
捗
等
に
よ
り
歳
出

が
増
加
し
、
黒
字
額
が
減
少
し
ま

し
た
。

経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る

指
標
で
、
市
税
な
ど
毎
年
度
収
入

さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、
義
務
的
な

経
費
な
ど
、
毎
年
度
支
出
さ
れ
る

経
費
に
充
て
た
割
合

　
施
設
の
維
持
補
修
費
や
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
上
昇
し
て
い
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

自
治
体
が
将
来
支
払
う
可
能
性
が

あ
る
負
債
の
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率

　

早
期
健
全
化
基
準（
3
5
0
％
）

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全

な
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成30年度
実施事業の一部を紹介

皆さんの税金はこのように使われています

民
生
費

•
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
推
進
事
業

4
3
2
7
万
円

•
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
事
業　
　
　
　
　
1
5
1
9
万
円

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

•
児
童
手
当
支
給
事
業

40
億
9
2
9
5
万
円

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
が

対
象

•
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

8
億
2
4
0
3
万
円

平
成
30
年
10
月
診
療
分
か
ら
対
象

年
齢
が
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
に
拡
大

•
生
活
保
護
費
支
給
事
業

28
億
3
2
8
0
万
円

衛
生
費

•
予
防
接
種
事
業6

億
4
1
0
0
万
円

4
種
混
合
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

な
ど

•
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業

3
億　
2
6
2
万
円

•
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業　
　
　
40
億
8
7
0
8
万
円

工
場
棟
、資
源
回
収
棟
建
設
工
事
、

用
地
取
得
な
ど

•
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
事
業　
　
　
1
6
5
6
万
円

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
導
入
す

る
市
民
・
太
陽
光
発
電
施
設
等
を

整
備
す
る
中
小
企
業
者
へ
の
助
成

な
ど

土
木
費

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行
事
業

2
9
7
8
万
円

•
公
共
交
通
支
援
事
業

1
億
3
7
1
1
万
円

生
活
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の
バ

ス
事
業
者
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
助
成
、
地
方

鉄
道
事
業
へ
の
助
成
な
ど

•
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業

1
億
5
5
8
2
万
円

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
一
般

世
帯
及
び
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

助
成

•
富
士
川
緑
地
整
備
事
業

1
億
7
1
2
4
万
円

•
若
い
世
代
定
住
促
進
支
援
事
業

1
億
4
7
7
5
万
円

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
（
ス

ミ
ド
キ
Ｕ-

40
プ
ラ
ス
）
1
2
2

件
な
ど

総
務
費

•
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

1
6
7
1
万
円

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
富
士
青

春
市
民
事
業
の
推
進
な
ど

•
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

6
0
0
6
万
円

防
犯
用
街
路
灯
の
設
置
、
維
持
管

理
経
費
の
町
内
会
へ
の
助
成
な
ど

•
交
通
安
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
9
0
万
円

高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
に
対
す

る
支
援
な
ど

•
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

事
業
　
　
　
8
億
1
3
7
0
万
円

教
育
費

•
小
中
学
校
緊
急
補
修
事
業

3
億
3
7
3
0
万
円

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策

な
ど

•
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
情
報
教
育
推

進
事
業
　
　
2
億
7
1
2
3
万
円

•
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業　
２
億
5
8
5
2
万
円

須
津
・
天
間
・
今
泉
小
学
校
、
吉

原
北
中
学
校

•
地
区
生
涯
学
習
活
動
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
2
5
6
7
万
円

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業

4
2
9
講
座
、
参
加
延
べ
数
6
万

7
1
4
1
人

消
防
費

•
消
防
車
両
整
備
事
業 

1
億
2
1
5
0
万
円

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
（
臨
港
分
署
）
な
ど

•
備
蓄
資
機
材
整
備
事
業

1
9
2
8
万
円

非
常
用
食
糧
等
整
備
な
ど

•
防
災
無
線
整
備
事
業8

3
4
4
万
円

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
受
信
局

更
新
な
ど

商
工
費

•
企
業
立
地
推
進
事
業

8
億
1
2
1
7
万
円

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
78
件
、
新

工
業
団
地
整
備
の
基
本
設
計
な
ど

•
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

6
9
1
3
万
円

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
fエフ-

Bビ
ズｉｚ

運
営
費　
相
談
件
数
4
4
3
1
件

•
C
N
F
（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
）
実
用
化
推
進
事
業

2
4
5
2
万
円

研
究
開
発
用
C
N
F
製
造
設
備
の

整
備
へ
の
助
成
な
ど

新環境クリーンセンター建設工事現場（令和元年9月）

バスロケーションシステム

CNFを紹介する展示



予防接種の助成に関する問い合わせ
健康政策課（フィランセ内） 
164-9023　564-7172

ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

せ
き
、
鼻
水
、
喉
の
痛
み
に
加
え
、

38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
、
全
身
に
症
状
が
出
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
特
に
、
乳
幼
児
や
高

齢
者
、
持
病
の
あ
る
人
、
妊
娠
中
の
女

性
は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

ど
う
し
た
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
で
き
る
の
？

❶
流
行
前
の
予
防
接
種

発
症
の
可
能
性
を
低
く
し
ま
す
。
発

症
し
た
場
合
で
も
重
症
化
防
止
に
有

効
で
す
。

❷
小
ま
め
な
手
洗
い
な
ど

外
出
後
や
食
事
前
に
は
、石
け
ん
な
ど

を
使
っ
て
丁
寧
に
手
洗
い
を
し
ま
し

ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ
る
手
・

指
の
消
毒
も
効
果
的
で
す
。

❸
ふ
だ
ん
の
健
康
管
理

日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を

と
り
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

❹
適
切
な
湿
度
の
保
持

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
喉
の
粘
膜
の

防
御
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
室
内
で

は
、
50
～
60
％
の
適
切
な
湿
度
を
保

つ
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

❺
人
混
み
を
避
け
る

流
行
す
る
時
期
に
は
、
な
る
べ
く
人

混
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
混

み
合
う
場
所
で
は
、
不ふ

織し
ょ
く

布ふ

製
マ
ス

ク
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

▼
早
目
に
か
か
り
つ
け
の
内
科
・
小
児

科
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▼
発
汗
な
ど
に
よ
る
脱
水
症
状
を
防
ぐ

た
め
、
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し

ょ
う
。

▼
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
人
に
向
け

て
発
し
な
い
こ
と
や
、
不
織
布
製
マ

ス
ク
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
熱
が
下
が
っ
て
も
数
日
間
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
残
っ
て
い
ま
す
。
混

み
合
う
場
所
へ
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
29
・
30
年
度

の
定
点
医
療
機
関
（
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
県
内
全
体
1
3
9
か
所
と
富
士
保

健
所
管
内
15
か
所
の
内
科
･
小
児
科
）

の
１
医
療
機
関
当
た
り
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
数
で
す
。
流
行
開
始
の
目
安

と
さ
れ
て
い
る
報
告
数
は
1
で
、
10
を

超
え
る
と
注
意
報
レ
ベ
ル
、
30
を
超
え

る
と
警
報
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
す
。

国
内
で
は
例
年
12
〜
3
月
が
流
行
時

期
で
す
が
、
平
成
30
年
度
の
富
士
保
健

所
管
内
で
は
、
12
月
中
旬
に
流
行
開
始

と
な
り
、
12
月
下
旬
に
注
意
報
レ
ベ
ル

を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
翌
週
に
は
警
報

レ
ベ
ル
を
超
え
、
比
較
的
短
期
間
の
う

ち
に
警
報
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
し
た
。

予防接種費用を助成

0

10

20

30

40

50

60

70

80

（人）
90 富士管内（30年度）

富士管内（29年度）
県内（30年度）
県内（29年度）

3/18～

3/24
3/11～

3/17
3/4～

3/10
2/25～

3/3
2/18～

2/24
2/11～

2/17
2/4～

2/10
1/28～

2/3
1/21～

1/27
1/14～

1/20
1/7～

1/13
12/31～

1/6
12/24～

12/30
12/17～

12/23
12/10～

12/16
12/3～

12/9
11/26～

12/2
11/19～

11/25

　
流
行
の
ピ
ー
ク
は
毎
年
異
な
る
の
で
、

早
い
時
期
か
ら
対
策
を
し
て
、
感
染
の

予
防
と
拡
大
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■子ども
対象／市内に住民登録がある、満 1 歳〜高校 

 3 年生相当年齢の人
接種期間／10月 1 日〜令和２年 2 月29日
持ち物／母子健康手帳、保険証など年齢と住

所を確認できるもの
公費負担／ 1 回の接種につき、1,000円を助成
公費負担回数／ �1 〜12歳：2 回 

13歳以上：1 回

申し込みは必要ありません。直接、市内医療
機関で予防接種を受けてください。

■高齢者
対象／市内に住民登録がある65歳以上、また

は60〜64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能
や、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
の障害（身体障害者手帳１級程度）がある人

接種期間／10月 1 日〜令和２年 1 月31日
持ち物／保険証や運転免許証など、氏名と年

齢、住所を確認できるもの
公費負担回数／ 1 回
自己負担／1,650円（生活保護受給世帯の人

は無料）
◦委託契約をしていない施設や市外の医療機

関で接種する場合、料金の全額が自己負担
になることがあります。

◦入院・入所など、やむを得ない事情で、市外で
の接種を希望する人は、「接種依頼書」が必要
です。事前に、健康政策課にご連絡ください。

　 問い合わせ／保健医療課
　 155-2739　553-5586

子どもと高齢者を対象に

インフルエンザの流行する時期が近づいてきました。流行を
防ぐため、「うつらない」「うつさない」を心がけ、家庭や学
校、職場などで、感染の予防と拡大防止に努めましょう。

※年末年始は定点医療機関の休診日が多くなるため、患者
　数の集計が少なくなっています。

感
染
症
動
向
調
査
定
点
当
た
り
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数

8広報ふじ 2019年10月 5日号

インフルエンザにご注意を！
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療
養
扶
助
費
（
市
が
支
給
）

市
で
は
、
難
病
患
者
の
療
養
に
伴
う
負
担
の

軽
減
の
た
め
、療
養
扶
助
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対�

象
／
「
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
」

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」「
先
天
性
血
液
凝

固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
」「
小
児
慢
性
特

定
疾
病
医
療
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
た
人

支
給
金
額
／

一
律
支
給
分

1
万
円（
受
給
者
証
の
有
効
期
間
内
に
1
回
）

入
院
支
給
分

◦�

1
か
月
の
入
院
日
数
が
15
日
以
上
の
場
合
、

月
に
１
万
円

◦�

1
か
月
の
入
院
日
数
が
14
日
以
下
の
場
合
、

月
に
5
0
0
0
円

そ
の
ほ
か
、
難
病
患
者
の
介
護
に
従
事
し
て

い
る
家
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
訪
問
看
護
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
難
病
患
者
介

護
家
族
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」、在
宅
患
者
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、車
い
す
な
ど
の
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
保
健
医
療
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

難
病
患
者
も
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

一
部
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
な
い
難
病
患
者

が
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
、
障
害
支
援

区
分
の
認
定
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主�

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
／
居
宅
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）、
補
装
具
費
の
支
給
、
日
常
生
活
用
具

の
支
給

富
士
市
難
病
患
者
・
家
族
連
絡
会

難
病
患
者
及
び
患
者
家
族
、
賛
助
会
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
会
で
す
。
難
病
患
者
と
家
族

が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】電
話
、面
接
に
よ
る
相
談（
無
料
）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と�

　
き
／
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日　
10
〜
15
時

☎（
64
）9
0
4
5

と�
こ
ろ
／
フィラ
ン
セ
東
館
3
階
福
祉
団
体
活
動
室

◦�
難
病
患
者
総
合
相
談
会
の
開
催（
毎
年
6
月
）

◦�

会
員
同
士
の
交
流
及
び
他
団
体
と
の
交
流

◦
医
療
講
演
会
の
開
催　
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
保
健
医
療
課

☎（
55
）2
7
3
9
　
5（
53
）5
5
8
6

E�ho-iryou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

医
療
費
の
助
成
（
県
が
認
定
・
支
給
）

指
定
難
病
な
ど
の
診
断
を
受
け
、
一
定
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
医
療
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
る
と
医
療
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ

ま
す
。
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
認
定

基
準
が
あ
り
ま
す
。
主
治
医
と
相
談
し
て
か
ら

富
士
保
健
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
富
士
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

Bhttp://w
w
w
.pref.shizuoka.jp/

����kousei/ko-420a/nanbyouhou.htm
l

※�

こ
れ
ら
の
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
が
、
当
該
療
養
に
要
し
た
保
険
診
療
分

医
療
費
の
自
己
負
担
金
は
、
こ
ど
も
医
療
費

の
払
い
戻
し
対
象
と
な
り
ま
す
。

難
病
と
は
、
発
病
の
原
因
が
明
ら
か
で
な
く
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い

な
い
希
少
な
疾
病
で
、長
期
的
な
療
養
を
必
要
と
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

指
定
難
病
、
特
定
疾
患
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
厚
生
労
働
省
や
県
が
指
定
し
た
疾
病
で
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
難
病
な
ど
に
関
す
る

支
援
制
度
を
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

●「
指
定
難
病
」「
特
定
疾
患
」に
つ
い
て

富
士
保
健
所
医
療
健
康
課

☎（
65
）2
6
5
9

●「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
」
に
つ
い
て

富
士
保
健
所
福
祉
課

☎（
65
）2
6
4
7

●「
こ
ど
も
医
療
費
」
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
課

☎（
55
）2
7
3
8 　

5（
51
）0
2
4
7

A�fu-kokatei@div.city.fuji.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
課

☎（
55
）2
7
6
1 　

5（
53
）0
1
5
1

E�fu-syougai@div.city.fuji.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ

富
士
市
難
病
患
者
・
家
族
連
絡
会
会
長
　

泉
　
清せ

い
順じ

ゅ
ん　
方
　
☎
・
5（
61
）8
7
4
9

ま
た
は
事
務
局

　
☎
0
9
0-

8
7
3
7-

7
9
5
2

問
い
合
わ
せ
／
保
健
医
療
課

　
☎︎（
55
）2
7
3
9

　

5（
53
）5
5
8
6

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、
気
管
支
や
肺
に
障
害

が
起
き
て
、
呼
吸
が
し
に
く
く
な
る
「
肺

の
生
活
習
慣
病
」
で
す
。
以
前
は
肺
気
腫

と
慢
性
気
管
支
炎
に
分
け
ら
れ
て
い
た
病

気
を
、
ま
と
め
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
進
行
す
る
と
少
し
動
い
た

だ
け
で
も
息
切
れ
し
、
日
常
生
活
も
ま
ま

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
す
る

と
呼
吸
不
全
や
心
不
全
を
起
こ
す
な
ど
、

命
に
関
わ
る
病
気
で
す
の
で
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
特
に
40
歳
以
上

で
、
喫
煙
歴
の
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。

「
階
段
の
昇
降
で
息
切
れ
が
す
る
」、

「
せ
き
や
た
ん
が
出
る
」、「
呼
吸
を
す
る

と
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
音
が
す

る
」
の
よ
う
な

症
状
の
あ
る
方

は
、
軽
く
考
え

ず
早
め
に
呼
吸

器
専
門
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
広
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
11
月
20
日
の
世
界
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
デ
ー
に
合
わ
せ
、
11
月
19
・
20
日
、

富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
大
観
覧
車
フ

ジ
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
を
C
O
P
D
啓
発
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
金
色
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
ま
す
。



受給資格者など 請求者の所得制限など 手当の月額など 申請に必要なもの

児
童
手
当

0 歳〜中学 3 年修了前（15
歳到達後最初の3月31日ま
で）の児童を養育している
人

所得制限限度額は、扶養人
数によって異なります。所
得額は、給与収入の場合、
源泉徴収票の「給与所得控
除後」欄の額です。また、
その額から医療費控除額
などが控除されます。 

 所得制限限度額未満の場合
【3歳未満】 

　　　　一律　1 万5,000円
【 3歳以上小学6年生まで】
 3 人目以降　 1 万5,000円
 1人目・ 2 人目　　 1 万円
 【中学生】 一律　1 万円
 所得制限限度額以上の場合
 一律　5,000円

◦申請者の印鑑
◦申請者名義の預金通帳
◦申請者の健康保険証も

しくは年金加入証明書
（用紙はこども家庭課へ）

◦申請者の個人番号カー
ドもしくは通知カード
及び運転免許証などの
顔写真つき身分証明書

◦配偶者の個人番号カー
ドもしくは通知カード

扶養人数（例） 所得制限限度額
2 人 698万円
4 人 774万円

児
童
扶
養
手
当

次に該当する18歳以下（18
歳到達後最初の3月31日ま
で）の児童を監護している
母子家庭の母、父子家庭の
父（事実上婚姻関係がある
人は除く）、養育者
◦離婚・未婚・死亡・遺棄

及び拘禁などで父または
母がいない

◦父または母が重度の障害
の状態にある

◦父または母が裁判所からの
DV保護命令を受けている

全部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額
　  125万円

児童 1人
4 万2,910円

2 人目
所得に応じて
5,070円〜
　1 万140円

3 人目以降
所得に応じて
3,040円〜
　   6,080円

◦母子家庭等の確認書
◦申請者と児童の戸籍全

部事項証明書（戸籍謄
本）

◦申請者の印鑑
◦申請者名義の預金通帳
◦申請者の健康保険証
◦申請者の年金手帳

※申請者本人による事前
相談が必要です。

一部支給

例）
扶養人数 2人
の場合の所得
制限限度額

   268万円

児童 1人
所得に応じて
1 万120円〜
4 万2,900円

母
子
家
庭
等
医
療
費

次に該当する20歳未満の児
童を扶養している母子家庭
の母、父子家庭の父（事実上
婚姻関係がある人は除く）、
養育者及び20歳未満の児童
◦離婚・未婚・死亡・遺棄及び拘

禁などで父または母がいない
⃝父または母が重度の障害

の状態にある
⃝父または母が裁判所からの

DV保護命令を受けている

所得税が課せられていな
い世帯
※所得税が課せられてい
　ても、扶養している児
　童の年齢・人数や、寡
　婦（夫）控除のみなし
　適用により、対象にな
　る場合があります。

助成の範囲

◦申請者の印鑑
◦申請者名義の預金通帳
◦健康保険証（対象者全

員分）

保険診療分の医療費から、
付加給付額及びそのほか補
填された医療費を控除した
額、食事療養標準負担額

 ※ 保険診療の対象にならな
いもの（個室使用料・健
康診断料・容器代など）
は助成対象外です。小学校就学の始期から義務

教育修了までの母子家庭・
父子家庭などの児童で、 1
回の入院が14日を超えた人

な　し
◦申請者の印鑑
◦申請者名義の預金通帳
◦健康保険証（対象者全員分）
◦領収書

こ
ど
も
医
療
費

対　象　年　齢
自　己　負　担　金

◦申請者の印鑑
◦母子手帳
◦子どもの健康保険証
◦請求者の個人番号カー

ドもしくは通知カード
及び運転免許証などの
顔写真つき身分証明書

通院の場合 入院の場合

0歳から18歳到達後最初の
  3月31日まで

1回　500円
500円に満たない場合はその
額。1か月につき 4回目まで
自己負担し、 5回目以降は自
己負担金なし。

なし
（食事療養標準負担額を含む）

処方箋の交付により薬局へ行った場合は、薬局での自己
負担金はありません。

※申請済みの人は、手続は不要。「児童扶養手当」と「母子家庭等医療費」の手続は、申請者本人がこども家庭課へ。
※どの制度も、申請内容により、欄内の項目以外のものが必要になる場合があります。詳しくはこども家庭課へ。

　問い合わせ／こども家庭課（市役所 4 階）
   　　　　　　155-2738　551-0247

児童手当などの手続をしましょう
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入
学
生

募
　
集

市
立
看
護
専
門
学
校

令
和
２
年
度

募
集
内
容

学　
科
／
看
護
学
科
（
３
年
課
程
）

定　
員
／
男
女
40
人
（
推
薦
入
学
者
を
含

む
）

対　

象
／
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人（
見

込
み
を
含
む
）、ま
た
は
文
部
科
学
大
臣

が
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
定

し
た
人

出
願
期
間
／
12
月
2
～
16
日
（
郵
送
の
場

合
、
12
月
16
日
（
月
）
の
消
印
有
効
）

試
験
日
／

一
次
試
験
（
学
科
試
験
・
小
論
文
）

　
令
和
2
年
1
月
7
日
（
火
）

二
次
試
験
（
面
接
）

　
令
和
2
年
1
月
24
日
（
金
）

　
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

受
験
料
／
7
0
0
0
円

★
申
込
方
法
の
詳
細
は
、「
令
和
2
年
度

学
生
募
集
要
項
」を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
者
に
過
去
問
題
（
過
去
2

演
奏
会

　

–
未
来
へ
続
け
よ
!!
–　
富
士
看
ラ
イ
ブ

と　
き
／
10
月
18
日
（
金
）　
13
時
30
分
～
15

時
と
こ
ろ
／
市
立
看
護
専
門
学
校
講
堂
兼
体
育

館
（
当
日
直
接
会
場
へ
）

出　
演
／
富
士
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
　
結ゆ

か

の
花
乃
さ
ん
・
如き
さ
ら
ぎ月
愛あ
い
里り

さ

ん一
般
公
開

と　
き
／
10
月
19
日
（
土
）　
10
～
15
時

※
荒
天
時
は
20
日（
日
）に
順
延
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
市
立
看
護
専
門
学
校

内　
容
／
学
習
発
表
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

進
路
相
談
、
模
擬
授
業
（
10
時
30
分
～
11

時
15
分
。
予
約
不
要
。
開
始
時
間
ま
で
に

ご
来
校
く
だ
さ
い
）　
ほ
か

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

年
の
問
題
。
解
答
な
し
）
を
販
売
し
ま

す
。

募
集
要
項
の
配
布
・
過
去
問
題
の
販
売

①
直
接
：
市
立
看
護
専
門
学
校
へ
お
越
し

　
く
だ
さ
い

②
郵
送
：
封
筒
の
表
面
に
、
資
料
名
を
朱

書
の
上
、
裏
面
に
住
所
・
氏
名
を
記
載

し
、
左
記
の
も
の
を
封
入
し
て
、
市
立

看
護
専
門
学
校
へ

・
返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）

受
取
人
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
載
の
上
、
返
信
用
の
切
手
（
募
集
要

項
ま
た
は
過
去
問
題
の
み
の
場
合
は

　
2
1
0
円
、
両
方
を
希
望
す
る
場
合
は

2
5
0
円
）
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
取
人
の
電
話
番
号
を
記
載
し
た
紙

・
5
0
0
円
分
の
定
額
小
為
替
（
過
去
問

　
題
を
希
望
す
る
場
合
の
み
）

　
受
取
人
指
定
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
募
集
要
項
や
過
去
問
題
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
市
立
看
護
専
門
学
校
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
「
受
験
生
の
方
へ
」
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

問い合わせ／市立看護専門学校　〒416-0904　本市場新田 111-1 
　　　　　　　　164-3131　564-3135　Bhttps://www.fujicitynursing.jp

▲二次元コード
　も利用可

市立看護専門学校学生祭
第27回　紫

し

苑
お ん

祭
さ い

その先へ  ～現在から未来へ～
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文
化
振
興
課
（
市
役
所
８
階
）

☎（
55
）2
8
7
5　
5（
53
）0
7
8
9

Asi-bunka@
div.city.fuji.shizuoka.jp

問い合わせ

問い合わせ

11
月
は「
計
量
強
調
月
間
」で
す

暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量

らしのたより暮

広報ふじ 2018年10月20日号 14

ページの●と広報ふじ○月○日号を
コピーして、
元の位置にペーストしてください。

古
谿
荘
と
は

　
古
谿
荘
は
、
明
治
時
代
後
期
に
宮
内
大
臣

を
務
め
た
田
中
光み

つ

顕あ
き

が
建
て
た
別
荘
で
す
。

広
大
な
敷
地
内
は
、
９
棟
の
建
造
物
や
回
遊

式
日
本
庭
園
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

と�

　
き
／

　
12
月
7
日
（
土
）

　
　
A
：
９
時
30
分
〜
12
時
（
午
前
の
部
）

　
　
B
：
13
時
〜
15
時
30
分
（
午
後
の
部
）

　

12
月
8
日
（
日
）

　
　
C
：
9
時
30
分
〜
12
時
（
午
前
の
部
）

　
　
D
：
13
時
〜
15
時
30
分
（
午
後
の
部
）

※
受
付
時
間
は
、
A
・
C
は
9
時
30
分
〜

　
10
時
30
分
、
B

・

D
は
13
〜
14
時
で
す
。

※
荒
天
中
止
。

と
こ
ろ
／
古
谿
荘
（
岩
淵
２
３
３
）

受
付
場
所
／
富
士
川
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定
　
員
／
各
回
（
A
〜
D
）
と
も
２
０
０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
。

参
加
費
／
1
人
５
０
０
円
。
中
学
生
以
下
は

　
無
料

申�

込
方
法
／
11
月
25
日（
月
）の
17
時
ま
で

に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
電
子
申
請
す
る

か
、
直
接
（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
は
除

く
）
ま
た
は
、
は
が
き
に
代
表
者
の
住

所
、
氏ふ

り
が
な名

、
年
齢
（
平
成
31
年
4
月
1
日

現
在
）、電
話
番
号
、希
望
回
（
A
〜
D
）、

同
伴
者（
5
人
ま
で
可
）の
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢

（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）を
記
入
し
、

〒
4
1
7-
8
6
0
1　

富
士
市
役
所
文

化
振
興
課
へ

※
重
複
し
て
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
の
可
否
／
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
当
選

者
は
、
通
知
を
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　　
各
回
（
A
〜
D
）
１
回
の
ガ
イ
ド
ツ

　
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　
は
当
選
通
知
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
庭
園
内
は
、
坂
や
階
段
な
ど
足
場
の
悪
い

場
所
が
あ
る
た
め
、
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

古こ

谿け
い
荘そ
う
庭
園
を
特
別
公
開

国
指
定
重
要
文
化
財

正
確
な
計
量
は
生
活
の
基
本

　
私
た
ち
の
周
囲
で
は
、
ガ
ス
・
水
道
・
電

気
の
使
用
量
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

肉
の
内
容
量
計
量
、
タ
ク
シ
ー
料
金
・
ガ
ソ

リ
ン
料
金
の
計
算
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
計
量

器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し

が
安
心
で
快
適
で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
計
量
器
が
正
確
に
作
動
し
、
正
し
く
使
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、「
計

量
法
」
で
規
則
の
対
象
と
な
る
計
量
器
を
指

定
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
計
量
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。

計
量
器
の
定
期
検
査
に
つ
い
て

　
計
量
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
は
か
り
売

り
な
ど
の
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
市
が
2
年
に
1
度
、
偶
数
年
度
に
実
施
す

る
定
期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
計
量
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

期
限
切
れ
な
ど
で
早
急
に
検
査
が
必
要
な
場

合
は
、
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
今
年
度
は
定
期
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次

　
回
は
令
和
2
年
度
で
す
。

身
近
な
特
定
計
量
器
の
有
効
期
間
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
や
、
タ
ク
シ
ー
・
自

動
車
の
給
油
の
各
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
計
量
器

に
は
、検
定
な
ど
の
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
間
が
過
ぎ
た
も
の
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

商
業
労
政
課

☎（
55
）2
9
0
7
　
5（ 

55
）２
９
７
１

Asy-syougyou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
古
谿
荘
の
庭
園
を
特
別
公
開
し
ま
す
。
再
現

し
た
流
水
な
ど
庭
園
を
自
由
に
散
策
で
き
ま
す
。
建
物
内
の
立
ち
入
り
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

計
量
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
5
年
11
月
1
日
に
ち
な
ん
で
、
11
月
1
日
を
「
計
量

記
念
日
」、11
月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
計
量
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
期
間
中
、
商
工
フ
ェ
ア
な
ど
で
普
及
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

募　集

お知らせ
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まちかど　 ネットワークまちかど　 ネットワーク

HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル横山 ゆず葉ちゃん（伝法）

H29 . 1 . 3 生
「 これからも、明るい笑顔

をたくさん見せてね♪」

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
子
ど
も
の
写
真（
顔
全
体
が
写
っ
て

い
る
横
写
真
）
を
大
募
集
!!
詳
し
く

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0

　

5（
51
）1
4
5
6

Eso-citypro@
div.city.fuji.shizuoka.jp

佐伯 美
み

怜
れい

ちゃん（伝法）
H30 . ６ . 22 生

「 いつもニコニコ、癒やし
の笑顔ありがとうQ」

長谷川 晃
こう

大
た

ちゃん（久沢）
H31 . 1 . 16 生

「 元気いっぱい！ボク大き
くなるよ♪」

　
　
護
タ
ク
シ
ー
と
一
般
的
に
呼
ば
れ

　
　
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
富
士
市
で
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歩
行

困
難
な
高
齢
者
な
ど
が
利
用
で
き
る
タ

ク
シ
ー
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
介
護
タ
ク
シ
ー
を
運
営

し
て
い
る
事
業
所
が
年
２
回
ほ
ど
集

ま
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
で
、
15

年
ほ
ど
前
か
ら
、
介
護
タ
ク
シ
ー
を
運

営
し
て
い
る
「
訪
問
介
護
で
ん
で
ん
」

代
表
の
乾い
ぬ
い

康や
す
好よ

し
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の

介 歩
行
困
難
で
も
外
出
を
諦
め
な
い

で
！介

護
タ
ク
シ
ー

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
事
業
所
は

国
土
交
通
省
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、

利
用
者
の
体
に
さ
わ
れ
る
介
護
資
格
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
か
ら
病
院

受
付
ま
で
利
用
者
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
そ
う
で
す
。

　
9
月
中
旬
に
、
通
院
で
介
護
タ
ク
シ

ー
を
利
用
し
た
80
歳
代
の
男
性
は

「
ベ
ッ
ド
ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
す
か
ら

至
れ
り
尽
く
せ
り
で
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
車
イ
ス
に
乗
っ
た
こ
の
男

性
は
、
乾
さ
ん
の
介
助
で
車
内
に
乗
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
通
院
の
ほ
か
買

い
物
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
介
護
タ
ク
シ
ー
ふ
じ
」
代
表
の
長
谷

川
哲
也
さ
ん
は
「
歩
行
が
困
難
に
な
っ

て
も
、
外
出
の
楽
し
み
を
諦
め
な
い
で

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
「
介
護

タ
ク
シ
ー
優
」
代
表
の
大
村
孝
さ
ん
は

▲利用者を車内に移動させる乾さん

▲�乾さん（右から3人目）と活動するグループのメンバー

「
サ
ー
ビ
ス
は
定
着
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
が
、
も
っ
と
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

事 業 所 名 所 在 地 電 話 番 号
シ ン フ ジ ハ イ ヤ ー 三ツ沢 21-4611
訪 問 介 護 で ん で ん ★ 今泉1 55-3355
介 護 タ ク シ ー 優 ★ 高島町 090-6333-7987
大 ち ゃ ん ★ 伝法 090-2182-8708
介 護 タ ク シ ー ふ じ ★ 青葉町 080-2658-7200
高アシストサービス★ 中柏原新田 090-5607-3101
ア シ ス ト ★ 伝法 67-0550
ふじさん介護タクシー★ 富士岡 090-1236-4366
★は乾さんのグループです。このグループには「よつば」
　（松岡・☎090-3520-2227）も含まれます。

高
齢
者
支
援
課
で
は
、
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険

の
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受

け
て
お
り
、
一
般
の
交
通
利
用
が
困

難
な
人
に
「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
医
療
機
関
や
公
的
機
関
な

ど
へ
の
交
通
利
用
に
介
護
タ
ク
シ
ー

を
使
っ
た
場
合
に
乗
車
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
市
内
の
８
事
業
所

（
左
表
）で
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

富士市外出支援サービスが利用できる市内の事業所
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富士市男女共同参画地区推進員北部ブロック事業 
「私はワタシ」上映会＆トークイベント（無料）
多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／12月7日㈯　13:30～16:00（開場13:00）
ところ／富士見台まちづくりセンター
定　員／100人（先着順）
申し込み／10月21日㈪から受け付けます。電
話またはFAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
がな

、電話番
号、参加人数、託児の有無（希望する場合は子
どもの氏

ふり

名
がな

、月齢、アレルギーの有無）を記入
し、多文化・男女共同参画課へ　555-2864
Esi-danjo@div.city.fuji.shizuoka.jp
※託児は先着10人。

秋の家族自然のつどい 
〜丸火の洞くつ探検〜参加者募集

少年自然の家　135-1697
と　き／11月24日㈰　9:15～12:00
※雨天中止。
集合・解散／丸火自然公園
内　容／家族や親子、グループで丸火自然公
園内にある溶岩洞穴や公園の自然散策をする

対　象／市内在住・在学・在勤の人
定　員／30人（先着順）
参加費／小学生以上500円、年少以
上の未就学児400円

申し込み／11月6～16日に、少年自然
の家ウェブサイトで電子申請するか、
直接または電話で少年自然の家へ�
Bhttps://www.fuji-marubi.jp

14

お 知 ら せ富士川ふれあいホールの 
開館時間変更

富士川ふれあいホール　181-2333
電気設備保守点検の実施に伴い、全

館停電になるため、11月11日㈪の開館
時間を12:00～21:30に変更します。
※雨天の場合、11月18日㈪に実施。

富士市男女共同参画地区推進員南部ブロック事業 
マジックショー&ミニコンサート（無料）
多文化・男女共同参画課　155-2724
マジシャンO

オ イ ル

ILさんのマジックショ
ーと結花乃さんのミニコンサートのほ
か、男女共同参画紙芝居を行います。
と　き／11月24日㈰　13:30～15:30（開場13:10）
ところ／富士北まちづくりセンター3階多目的室
定　員／100人（先着順。託児は5人）
申し込み／10月21日～11月15日に、電話
またはEメールに氏

ふり

名
がな

、電話番号、地区
名、参加人数、託児希望の有無（希望
する場合は子どもの氏

ふり

名
がな

、月齢、アレ
ルギーの有無）を記入し、多文化・男
女共同参画課または男女共同参画地区
推進員南部ブロック代表　石原　方へ　
� 1090-1623-9430（留守録可）
Esi-danjo@div.city.fuji.shizuoka.jp

「静岡県最低賃金」改正のお知らせ

商業労政課　155-2778
県内の事業場で働く全ての労働者（パ

ート・アルバイトなど含む）に適用され
る「静岡県最低賃金」が改正され、10月
4日から「時間額885円」となりました。
なお、特定の産業には特定（産業別）最
低賃金が定められています。
問い合わせ／静岡労働局賃金室（1054-
254-6315）または労働基準監督署へ

障害者週間記念事業

障害福祉課　155-2761
と　き／12月7日㈯　13:30～15:30
（受付13:00～）

ところ／富士市教育プラザ
内　容／①あそどっぐ（寝たきり芸
人）トークライブ『笑

しょう

がい者な僕』
②めんぼーくん（三島市福祉応援大使）
ほかによる座談会「あたりまえな生活を
送るには？みんなで仲良くするには？」

定　員／70人
申し込み／10月21日㈪から受け付けま
す。電話またはFAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
がな

、電話番号、必要な身体上の配慮事項
を記入し、障害福祉課へ� 553-0151
Efu-syougai@div.city.fuji.shizuoka.jp

第47回　富士市社会福祉大会（無料）

福祉総務課　155-2840
と　き／11月7日㈭　13:00～16:00
ところ／ロゼシアター中ホール
内　容／NPO法人富士市手をつなぐ育成会
による活動発表、安達阿

あ

記
き

子
こ

さん（ゴールボ
ール女子日本代表パラリンピック金メダリ
スト）による記念講演「夢に向かって」など

申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／福祉総務課または社会
福祉協議会（164-6600）へ

※耳の不自由な人には手話通訳や要約
筆記、ヒアリングループがあります。
※託児を希望する人は10月25日㈮までに、
直接または電話で社会福祉協議会へ。

田子の浦みなとマルシェ

産業政策課港湾振興室　155-2816
キッチンカーやクラフト雑貨、産
直野菜など、さまざまなお店が集ま
るマルシェです。当日は宝探しイベ
ントも開催します。
と　き／11月3日㈰　文化の日　9:00～15:00
ところ／ふじのくに田子の浦みなと公園
問い合わせ／田子の浦みなとマルシ
ェ実行委員会（田子浦まちづくり
センター内）� 163-5209

高齢者地域支援窓口

高齢者支援課　155-2916
高齢者の皆さんが住みなれた地域
で安心して生活できるように、高齢
者に関する身近な相談窓口を、10月
から新たに2か所設置しました。気
軽にご利用ください。
★新たに設置した窓口

名　称 所在地 電話番号
わだの里高齢者地域
支援窓口

今泉
1-11-7 153-9916

在宅介護支援センター
はまかぜ

大野新田
744-12 131-1030

★既存の窓口
名　称 所在地 電話番号

鑑石園在宅介護支援
センター

原田
1350-16 152-0085

ヒューマンライフ
富士在宅介護支援センター

大淵
3901-1 136-2666

ヴィラージュ富士
高齢者地域支援窓口 厚原359-8 173-1188
在宅介護支援センター
岩本園 岩本133-1 161-2211

在宅介護支援センター
かじま

水戸島本町
7-8 165-1165

在宅介護支援センター
ききょう 五貫島175 165-2000
アルクそてつ高齢者
地域支援窓口 鮫島348-4 166-1153

F
フ ィ ス

ILS C
ク ラ ブ

LUB 国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

 
スポーツイベント（無

む

料
りょう

）
多
た

文
ぶん

化
か

・男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
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夜間納税相談
10月25日㈮　　17:15〜19:00

収納課　155-2730

博物館陶芸教室

富士山かぐや姫ミュージアム　121-3380
と　き／11月9日、令和2年1月11
日、3月7日の各土曜日　初心者　
9:30～11:30、中級者　9:30～16:00

ところ／富士山かぐや姫ミュージア
ム工芸棟陶芸室

内　容／カップや皿などを自由につくる
対　象／初心者、中級者
※初心者のみ講師の指導があります。
定　員／各15人（先着順）
受講料／初心者　1,000円（材料費含む）

中級者　粘土1キログラムにつき1,000円
持ち物／汚れてもよいエプロン、タオル
申し込み／初心者　開催日前々週土
曜日の9:00から受け付けます。直
接または電話で富士山かぐや姫ミ
ュージアムへ　中級者　開催日の
9:00から受け付けます。直接富士
山かぐや姫ミュージアムへ

児童手当・特例給付の 
振り込みをご確認ください
9月20日㈮までに児童手当・特例給付現況届
の手続が完了した人に対し、児童手当・特例給
付の10月期分（6～9月）を10月10日㈭に受給
者の口座に振り込みます。ご確認ください。

こども家庭課　155-2738

第3回市民生活講座（無料）

市民安全課　155-2750
と　き／10月25日㈮　10:00～11:30
ところ／フィランセ東館2階ふくし
体験室・学習室

内　容／ゲノム編集食品ってなぁーに
講　師／小林公

きみ

子
こ

さん（静岡県立大
学食品栄養科学部教授）

申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／富士市消費者運動連絡
会　中川　方� 1080-6909-2318
※託児あり（要予約。10月20日㈰までに、
FAXに子どもの氏

ふり

名
がな

・年齢（〇歳〇か月）、
保護者の氏

ふり

名
がな

・連絡先を記入し、富士市
消費者運動連絡会へ）。� 536-0811

日本経済と生活環境の先行きを占う 
〜消費増税、年金問題、キャッシュレス時代を見据え〜（無料）

商業労政課　155-2778
と　き／11月12日㈫　18:30～20:00（開場18:00）
ところ／ロゼシアター小ホール
講　師／岸博幸さん（慶應義塾大学大
学院メディアデザイン研究科教授）

主　催／富士地域労働者福祉協議会、
（公財）静岡県労働者福祉基金協会

申し込み／商業労政課またはロゼシアター、
ろうきん富士支店で入場整理券を配布します

※定員になり次第終了。
問い合わせ／富士地区労福協事務局
（月～金曜日　9:00～17:00）�157-6029

10月の教育委員会会議
10月定例会を開催します
（どなたでも傍聴できます）

と　き／10月21日㈪　14:00～
ところ／市役所8階政策会議室

教育総務課　155-2865

ご近所さんの運動教室 
サポーター養成講座（無料）

地域保健課　164-8993
と　き／11月18日㈪・25日㈪、12月17日㈫、
令和2年1月14日㈫、2月4日㈫、3月
10日㈫　13:30～15:30　計6回

ところ／フィランセ西館4階大ホール
内　容／介護予防についての講義、
運動教室で使える実技など

対　象／市内在住の18歳以上で、養成講座
修了後に高齢者向けのボランティア運動
サポーターとして活動できる人（資格不要）

定　員／40人程度（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／11月8日㈮まで（土・日
曜日、祝休日は除く）の9:00～17:15
に、電話で地域保健課へ

15

募 集令和2年度採用公立保育園・ 
幼稚園会計年度任用職員

保育幼稚園課　155-2799
職　種／①保育園等の臨時保育士・
臨時保育教諭②幼稚園の臨時教諭

対　象／①保育士資格及び幼稚園教諭免許
を有する人②幼稚園教諭免許を有する人

勤務時間／①8:30～17:00（休憩60分）
※土曜勤務（月1回程度）、平日代休あり。
②8:15～16:45（休憩60分）
※①②とも週休2日制。
勤務場所／①市内保育園18園、認定
こども園1園②市内幼稚園8園

賃　金／①②日額7,600円（期末手当あり）
※交通費支給あり。
募集人数／①②若干人
申し込み／11月29日㈮（必着）までに、
履歴書または臨時職員登録票（市ウェ
ブサイトでダウンロード可）に必要事
項を記入し、直接保育幼稚園課へ

※書類選考の後、面接を行います。

富士青春市民ミーティング 
企画運営委員

シティプロモーション課　155-2958
内　容／令和2年2月23日㈰に実施
する「令和元年度富士青春市民ミ
ーティング」の企画・運営

対　象／富士青春市民（これから申し込
む人も可）で、企画運営委員会（11月上
旬から4回程度）及び令和元年度富士青
春市民ミーティング当日に参加可能な人

定　員／①高校生8人②一般8人（各先着順）
申し込み／10月21日～11月1日に、直接ま
たは郵送・FAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
がな

、
年齢、性別、電話番号を記入し、〒417-8601　
富士市役所シティプロモーション課へ

※日程、場所の詳細は、別途送付する参加決
定通知をごらんください。� 551-1456
Eseisyun@div.city.fuji.shizuoka.jp

田子の浦ポートフェスタ2019
関連イベント（無料）

産業政策課港湾振興室　155-2816
①みなとの探検隊 in 大成丸
②帆船オーシャンプリンセスショートクルーズ
と　き／①11月16日㈯　10:00～11:30

②11月17日㈰　第1便　10:00発
第2便　14:00発

ところ／①②田子の浦港富士埠頭
内　容／①船内探検や体験を通じ、船
や海を楽しく学ぶ②帆船の乗船体験

対　象／①市内在学の小学生（4年生以
上）とその保護者②どなたでも参加可

定　員／①20組②各60人（各応募者
多数の場合抽せん）

申し込み／10月28日㈪（消印有効）ま
でに、はがきに希望するイベント名
と、①は住所、参加する保護者の氏

ふり

名
がな

、子どもの氏
ふり

名
がな

、学校名、学年、
電話番号を、②は代表者の住所、氏

ふり

名
がな

、電話番号、参加人数（最大4人）
を記入し、〒417-8601　富士市役所
産業政策課港湾振興室へ（重複無効）
※抽せん結果の発表は、当選証の発送をもって
かえさせていただきます（11月上旬発送予定）。
※②の乗船時間は選べません。
※気象・海象により中止となる場合があります。

講座・教室
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講座・教室

第14回災害ボランティア 
講習会（無料）

ボランティアセンター　164-7100
と　き／11月30日㈯　9:00～16:00、12月7日㈯
9:00～17:00、12月14日㈯　9:00～16:15、令和
2年1月19日㈰　7:30～12:30　計4回

ところ／フィランセ東館3階ボラン
ティアルームほか

内　容／災害に備え、自分の身を守るための
情報や方法を実際の訓練に参加しながら学ぶ

※全課程修了した人には「ふじのく
に災害ボランティアコーディネー
ター」の認定証が交付されます。

定　員／20人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／11月8日㈮までに、電話
またはFAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
が な

、電話番号を記入し、ボランテ
ィアセンターへ� 564-9040�
� Evc@fujishishakyo.com
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ワンポイント料理教室

福祉総務課　155-2757
と　き／10月29日、11月26日、12月10
日、令和2年1月28日、2月25日の
各火曜日　10:00～13:00　計5回

ところ／地域交流センターみんなの
家（南松野2604-1）

対　象／市内在住の60歳以上の人
定　員／15人（応募者多数の場合、
初めての人を優先し、抽せん）

受講料／1回600円（材料費）
持ち物／エプロン、三角巾、布巾
申し込み／10月16～18日の10:00～16:00
に、直接または電話で、地域交流セン
ターみんなの家へ� 156-1502

保育園クッキングスタジオ

保育幼稚園課　155-2928
と　き／①11月6日②11月13日③11月20
日④11月27日　各水曜日　10:00～　計4回

ところ／①今泉まちづくりセンター②吉
永まちづくりセンター③富士南まちづく
りセンター④鷹岡まちづくりセンター

内　容／①小麦を使わないメニュー②乳
を使わないメニュー③卵を使わないメニ
ュー④お薦めの大豆製品を使ったメニュー

対　象／未就学の子どもがいる人、
保育園の給食に興味がある人

定　員／各20組（先着順）
持ち物／エプロン、三角巾
※調理に参加できる人のみ。
申し込み／10月18～25日に、参加申込
書（保育幼稚園課ほかで配布、市ウ
ェブサイトでダウンロード可）に必
要事項を記入し、直接またはFAX
で保育幼稚園課へ　� 555-2979

わらべうたを楽しもう！（無料）

富士文庫　172-1612
西図書館　164-2110

とき・ところ／①11月1日㈮（鷹岡市
民プラザ1階和室）②11月6日㈬（西
図書館多目的室）　各10:30～11:30

対　象／おおむね3歳までの子ども
とその保護者

定　員／各20組（先着順）
申し込み／10月23日㈬の9:00から受
け付けます。直接または電話で①
は富士文庫、②は西図書館へ

「昔話をきく会」（無料）

東図書館　138-1550
と　き／11月7日㈭　10:00～11:00
ところ／東図書館
内　容／大人が楽しめる昔話
語り手／富士・ストーリーテリング研究会
申し込み／当日直接会場へ

○納 入 期 限　10月31日㈭ 
（納入通知書は、10月中旬に郵送します）
○口座振替日　10月28日㈪

10月の水道料金・下水道使用料　上下水道お客様センター　167-2873

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

〜納入は便利で確実な口座振替で〜

※納入は2か月に1度です（地区によって納入月が異なります）。

　　　　　　　　　　　　　富士川ふれあいホール　181-2333　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士市交流プラザ　　　165-5523

教　室 と　き 申込先・会場 申込期間
ふれあいホール影絵劇場 12月14日㈯ 富士川ふれあいホール 10月20日㈰入場券配布開始
ワンコインコンサート 11月30日㈯ 富士市交流プラザ 10月21日㈪入場券販売開始
※申込方法、受講料など詳しくは、りぷす富士ウェブサイトをごらんにな
るか、各申込先へ。� Bhttp://www.fuji-kousya.jp

りぷす富士各種事業

16

富士発・女
ひ と

と男
ひ と

のフォーラム 
みんなで考えるワタシのボクの「おこづかい」

多文化・男女共同参画課　155-2724          
と　き／11月2日㈯�　10:15～11:45
ところ／フィランセ西館3階団体研修室
内　容／子どもの「欲しい！」にお困りの方へ、
ゲームを通じてお金の上手な使い方を学ぶ

対　象／4歳～小学3年生の子ども
とその保護者

定　員／20組（応募者多数の場合抽
せん。抽せんに漏れた人のみ連絡）

受講料／300円（資料代）
持ち物／筆記用具
申し込み／10月26日㈯�までに、Eメールに氏

ふり

名
がな

、子どもの氏
ふり

名
がな

、年齢、性別、電話番号、メ
ールアドレスを記入し、おやこそだちの会へ�
� Eoyakosodachi@gmail.com市営住宅入居者を募集します

住宅政策課　155-2817
募集は、毎月抽せんで入居者を決

める定期募集のほか、随時、募集し
ている住宅もあります。詳しくは住
宅政策課へお問い合わせください。

《10月の定期募集のご案内》
募集期間／10月21～31日（土・日
曜日、祝休日は除く）

募集団地／直接住宅政策課へお問
い合わせください
※発表は、21日㈪からです。募集団
地のうち、高齢者などが優先され
る住宅は以下の通りです。

●シルバーハウジング
募集団地：上堀団地1戸（1階：2DK）
家　賃：1万8,400円～3万6,100円
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命を守る、家庭の備え 
わが子を守る防災セミナー（無料）
多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／①11月2日㈯②12月8日㈰
各9:30～11:30
※連続2回講座。
ところ／富士南まちづくりセンター多目的室
内　容／①佐藤美

み

嶺
ね

さん（防災士）による講演
「パパ・ママの立場で防災・減災を考えよう！」
②「我が家は大丈夫?!家族を守る防災豆知識」

対　象／3歳までの子どもがいる家
庭30組（応募者多数の場合抽せん）
※3歳以上の兄姉も同伴可能。
申し込み／10月22日㈫までに、市ウェ
ブサイトで電子申請するか、電話ま
たはFAX・Eメールに住所、氏

ふり

名
がな

、
参加人数、子ども同伴の場合は子ど
もの月齢、電話番号を記入し、多文
化・男女共同参画課へ� 555-2864
Esi-danjo@div.city.fuji.shizuoka.jp

士業なでしこ勉強会〜税理士編〜 
気になる税金のお話（無料） 

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／11月2日㈯　9:30～11:00
ところ／フィランセ西館2階保健指導室
内　容／子育て世代の目線から働く
ことによる税金について学ぶ

対　象／主に育児中の男女
※同業者の参加はご遠慮ください。
定　員／30組（先着順）
申し込み・問い合わせ／10月19日～11
月1日の8:00～17:00に、FAXまたはEメ
ールに住所、氏

ふり

名
がな

、電話番号、子ども
同伴の場合は子どもの月齢を記入し、
士業なでしこ（社労士事務所R

り ぷ る す

ipples
内）へ� 167-6112　567-6113　
Eshigyou.nadeshiko@gmail.com

と
　
き

10月の接骨師会 
休日当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00〜17:00
耳

じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00〜17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00〜18:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica�de�osteopatia

9:00〜17:00

Emergency Hospitals Available on Holidays
Pronto�Socorro�em��atendimento�fim�de�semana�e�feriados10月の救急当番医 救急当番医案内

151-9999

歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00〜12:00
　　　　　　  13:00〜16:00

歯
し

　科
か Dentistry
Dentistas内

な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica�Geral/Pediatria/Cirurgias
救急医療センター　151-0099　津田217-2　平日19:00〜翌8:00　土曜日14:00〜翌8:00　日曜日・祝休日 9:00〜翌8:00

〈診療上の注意〉必ず保険証とお薬手帳（ある場合）を持参してください。緊急性により診察順が変わります。
投薬は1日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。
共立蒲原総合病院（主に内科）　181-2211　中之郷 2500-1
診療可能な科目や時間帯は日によって異なります。受診の際は、必ず病院へ電話でお問い合わせください。
※ 11月3日㈰・4日㈪の救急当番医・接骨師会休日当番は、10月下旬に市ウェブサイトに掲載します。

6日㈰ ロゼレディースクリニック 60-5747 蓼原町 戸 田 眼 科 医 院 2
（0544）

1-9666 富士宮市 長谷川耳鼻咽喉科医院 30-8733 浅間本町 た な か 接 骨 院 21-3670 石 坂
13日㈰ 望月産婦人科医院 34-0445 比 奈 渡辺クリニック 22-1500 富士見台 芹沢耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
93-8000 裾野市 久 保 寺 接 骨 院 85-3916 北松野

14日㈪ 窪田レディースクリニック 65-7077 平 垣 芦川病院（眼科）52-2480 中央町2 たかひろ耳鼻咽喉科医院 66-5100 宮 島 す る が 接 骨 院 51-2215 永田北町    
20日㈰ たむらレディースクリニック 65-7777 米之宮町 中西眼科クリニック 36-1800 中 野 アミクリニック 9

（055）
81-3341 清水町 らくらく接骨院 88-1623 松 岡

22日㈫ 武田産婦人科医院 63-5122 宮 島 杉 浦 眼 科 65-8500 川成新町 内藤耳鼻咽喉科クリニック 9
（055）

87-1717 長泉町 しみず鍼灸接骨院 73-0345 厚 原
27日㈰ たむらレディースクリニック 65-7777 米之宮町 花 崎 眼 科 医 院 66-0100 青葉町 三 島 中 央 病 院 9

（055）
71-4133 三島市 立 志 道 接 骨 院 67-3931 中 野

青少年育成ボランティア養成講座

社会教育課　155-0560
対　象／市内在住・在学・在勤の15～39歳で、
青少年健全育成に興味のある人（中学生を除く）

申し込み・問い合わせ／10月23日㈬
（土・日曜日、祝休日は除く）まで
に、直接または電話で社会教育課へ

富士市成人式
と　き／令和2年1月12日㈰�
受付13:15～、開式14:00～

ところ／ロゼシアター大ホール
対　象／市内在住の平成11年4月2日～
平成12年4月1日に生まれた人

★市外に転出していて、成人式への参加を
希望する人は、令和2年1月9日㈭まで
に、市ウェブサイトで電子申請するか、
8:30〜17:15（土・日曜日、祝休日、年末
年始は除く）に、電話で社会教育課へ
※案内状は、12月上旬から順次発送予定。

社会教育課　155-0560

日本の近代教育の礎をつくった、富士市の偉人 
佐野鼎

かなえ

講演会（無料）

文化振興課　155-2875
と　き／11月10日㈰�13:30～（開場13:00）
ところ／ラ・ホール富士2階多目的ホール
演　題／①「佐野鼎の誕生地とその先祖」

②「一冊の古書から始まった開成をつ
くった男、佐野鼎の人生を辿

たど

る旅」
講　師／①高田國

くに

義
よし

さん（駿河郷土史研究会
副会長）②柳原三

み

佳
か

さん（ジャーナリスト）
定　員／250人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／FAXまたはEメールに住所、氏

ふり

名
がな

、
年齢、電話番号、FAX番号を記入し、佐野鼎
講演会事務局へ� 5045-832-5101�
� Esanokanae@jcom.zaq.ne.jp

※参加者には、講演会事務局から『開成をつくっ
た男、佐野鼎』（柳原三佳著）の贈呈があります。

成年後見制度講演会 
「認知症になった波平さん」（無料）

高齢者支援課　155-2916
と　き／11月9日㈯　13:30～15:00
ところ／消防防災庁舎7階大会議室
内　容／成年後見制度についてなど
※詳しくは富士市社会福祉協議会ウ
ェブサイトをごらんください。

講　師／渡辺哲雄さん
定　員／100人（先着順）
申し込み／10月18日㈮から受け付けます
（土・日曜日、祝休日は除く）。電話ま
たはFAX・Eメールに参加者全員の氏

ふり

名
がな

、
電話番号を記入し、富士市成年後見支援
センターへ� 164-6010　560-5001�
� Ekouken@fujishishakyo.com�
� Bhttp://fujishishakyo.com
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うつ病家族講座（無料）

健康政策課　164-9023
と　き／11月9日㈯　13:30～15:30、
16日㈯　13:30～15:00　計2回

ところ／フィランセ東館2階ふくし学習室
内　容／髙木啓

あきら

さん（鷹岡病院院長）
によるうつ病・うつ状態についての講
義、臨床心理士による望ましいサポー
トの仕方の講義、グループトーク

対　象／市内在住・在勤で、うつ病
またはうつ状態にある人の家族・
知人など（当事者本人は除く）

定　員／20人程度
申し込み／10月9日～11月1日に電
話で健康政策課へ
※9日の講義のみ対象者以外の聴講
も可（20人程度。先着順）。
※あわせて、うつ病の家族を支えた
ことがある経験者も募集します。



陶芸を始めたきっかけは？
幼いときから美術が好きで、大学卒業後はア

ニメーション制作会社でパソコンを使った作業
を行っていましたが、次第に手を使うものづく
りをしたいと考えるようになりました。そんな
とき陶芸教室に参加し、「これだ」と思い、陶
芸家を志すことに決めました。今振り返ると、
子どものころに訪れた博物館などの体験コー
ナーでは、必ず陶芸体験を選んでいたので、当
時から陶芸が好きだったのかもしれませんね。

現在どんな活動をしていますか？
夫の転勤で富士市に来ました。温暖な気候で

心の温かい人が多いこのまちが大好きになり、
永住を決意。2年前に陶房「L

ラ
A C

カ シ ェ ッ ト
ACHETTE」

を開きました。フランス語で「隠れ家」という
意味で、陶芸を通してほっとでき、元気にな

れるような空
間にしたいと
思い名づけま
した。現在は
ここで作品を
制作・販売す
るほか、陶芸
教室を行って
います。教室
のメニューに
は、子どもと

広
報
ふ
じ
　
令
和
元
年
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月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）

このコーナーでは「いただきへの、はじまり」を
胸に頑張る“富士青春市民”を紹介します！

富士青春市民を随時募集中です

陶芸家
中ムラ ミホ さん

（三ツ沢）

第26回

永
住
を
決
め
た
富
士
市
で
、
陶
芸
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
た
い
！

一緒に楽しめるコースもあります。自分自身が
子育て中なので、同じように子育て中のお母さ
ん・お父さんにも気軽に来てほしいですね。こ
のほか、市内のお店と共同でワークショップを
開催したり、イベントに出展したりしています。

今後の目標は？
市民の皆さんが、気軽に陶芸にふれられるよ

う、また、自分の手で作品をつくる喜びを知っ
てもらえる機会となるよう、活動の幅を広げた
いです。芸術に関するイベントにも興味がある
ので、いずれ主催できたらいいなと思っています。

「富士山」「駿河湾」。そして知り合
いでなくても挨拶を交わす人の温
かさ

my 
ふじらぶ

この広報紙は印刷用の紙にリサイクルできます。

こちら編集室「富士青春市民発見隊 募集中」

富士市コールセンター
おしえてコールふじ
☎53-1111
受付時間／8:30〜18:00
受付日／年末年始除く毎日

　今回紹介した中ムラさんは、このコーナーでは書き切れないほどのまち
への思いを笑顔で話してくれました。富士青春市民の皆さんの取材では、
毎回明るく前向きな話を聞くことができ、とても楽しく、時間を忘れてつ
い話し込んでしまいます。この取材を通して、まちの魅力は「人」だと改
めて思いました。市では、そんなすてきな人とそのエピソードを紹介する
「富士青春市民発見隊」を募集しています。あなたも発見隊員になって、
身近にいるすてきな人を紹介してみませんか？（すず）

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　F
フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・t

ツ イ ッ タ ー
witter・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTube・I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramでも情報発信中！

【人口と世帯】9月１日現在
人口：253,452人（前月比−13）
　　　男125,513人　女127,939人
世帯：106,784世帯（前月比＋130）

【編集・発行】
総務部シティプロモーション課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100
☎0545-55-2700　50545-51-1456

ワークショップの様子
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